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汽水・淡水魚類 ＜コイ目 コイ科＞ 愛知県：絶滅危惧ⅠＡ類 （国：準絶滅危惧） 
PISCES ＜CYPRINIFORMES CYPRINIDAE＞ AICHI：CR （JAPAN：NT） 

カワヒガイ Sarcocheilichthys variegatus variegatus (Temminck et Schlegel) 

 
【選定理由】 
 河川やそれに続く用水路のコンクリート護岸化による生息場所の減少、産卵床となる二枚貝の減
少などにより分布域が縮小し、個体数が減少していると推察される。 
 

【形 態】 
 体長約 12cm。体は細長く、吻は短く丸い。体側全体に不規則な雲状斑がある。同属のビワヒガイ
に似るが、尾柄高は頭長の 49%以上であることから区別できる。 
 

【分布の概要】 
【県内の分布】 
 木曽川・庄内川・矢作川・豊川水系など。 
 
【国内の分布】 
 濃尾平野、琵琶湖流入河川、京都盆地、山口県を除く山陽地方、九州北西部、長崎県壱岐島。 
 
【世界の分布】 
 日本固有亜種。 
 

【生息地の環境／生態的特性】 
 河川の中流から下流の緩流域とそれに続く用水路に生息する。砂底や砂礫底の中層から底層を遊
泳する。5～7 月に二枚貝の外套腔内に産卵する（細谷, 2013）。雑食性で水生昆虫や小型巻貝、付着
藻類などを食べる（細谷, 2001）。 
 

【現在の生息状況／減少の要因】 
 愛知県内における既知の生息地数は少ない。河川や用水路のコンクリート護岸化は生息場所を減
少させ、産卵床となる二枚貝の減少要因ともなっている。東海地方では非在来のヒガイ属魚類が広
く侵入しており、在来個体との交雑の可能性も示されている（鈴木ほか, 2016）。愛知県でも矢作川
水系などでビワヒガイの移入が確認されており、競争や交雑の恐れもある。 
 

【保全上の留意点】 
 河川や用水路のコンクリート護岸化が必要な場合は、生息場所となる砂底や砂礫底の緩流域、ワ
ンドの保全が必要である。また、産卵床となる二枚貝の保全も重要である。 
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